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管 理 組 織（Farmland Investment Management 
Organizations）等を通して、大規模な農地や農業生
産に投じられた。
農業技術については、遺伝子組み換え品種など、知
識集約的な投入財の開発が進んでいるほか、情報通信
技術の発達により、GPSなどを利用した精密農業も普
及しつつある。
●農産物市場の変化
生産要素市場と同時に農産物市場も変化している。
なかでも最も重要なのが、新興国における食料需要の
増加であり、2008年に食料危機が起こった要因のひと
つとしても指摘された。経済成長にともない食料の需
要が増加し、国内生産ではまかないきれない分を国際
市場から調達する国が増えた。中国の大豆輸入が代表
例である。中国は基礎食料を国内生産でまかなう政策
をとっていたが、2001年のWTO加盟後に大豆の輸入
自由化を徐々に進めた。その結果、1990年代半ばには
100万トンに満たなかった大豆の輸入量は、2016年に
は8000万トンを超えた。
量だけでなく、質に対する需要も変化している。新
興国の農業生産者は、以前から先進国の消費者に向け
た青果物を生産してきたが、近年の貿易自由化の進展
や物流網の整備によって輸出が拡大した。また、自国
の経済成長によって新興中間層が増え、彼らをター
ゲットとしたスーパーマーケットが各国で増加してい
る。これによって青果物や畜産品など、国内向けの高
品質な農産物の供給も増えつつある。
また都市部では、食材としての農産品だけでなく、
それらを加工、調理して提供するフードサービスに対
する需要も高まっている。これらの部門に安定して質
のよい原材料を提供するために、契約に基づいた農業
生産が増えている。
●農業経営や担い手の変化
これらの変化によって、アジアやラテンアメリカの
新興国では、「勘と経験にもとづいた農業」から、「科
学、技術、データにもとづいた農業」へと変化してい
るというのが、本研究の仮説である。アジアでは現在
でも小規模な家族経営の農業生産者が主であるが、農
作業の外部委託が増えているほか、一部では外国企業
の進出もみられる。ラテンアメリカでは企業による輸
出向け青果物の生産が拡大しているほか、穀類では大
規模経営が一般化している。本特集では具体的な事例
を通じて、これらの変化を示したい。
《付記》本研究会の中間成果の全体（清水達也編「途
上国における農業経営の変革」調査研究報告書）はア
ジ研のウェブサイトで閲覧できる。
（しみず　たつや／アジア経済研究所　地域研究セン
ター）
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図1　食料価格指標の推移
（注）2002～04年を100とした、実質価格の推移を示す。総合は5つの食料群の指標の総合。
（出所）国連食糧農業機関（FAO、http://www.fao.org/worldfoodsituation/foodpricesindex/en/）。
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